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性を完全になくしてしまっている、とはとても言えない」[浜口 : iv] ことはむろんである。し
かし同時に、現存の秩序にたいするチャレンジや変更の要求にたいする厳しい制裁 (sanction)
が存在することも、忘れてはならない。ひとむかし前の世代なら、「義理はギリギリ縛る」と
いうことは、実感であったし、現在でも、「出るくいは、  打たれる」ほかはない。けれども、  縛
られたまま異議申立てをしなかったり、打たれて引っ込むのは、社会中心的な反応である。浜


















































































































































版された論集 Japanese Sense of Self は、1987年のアメリカ人類学会の ‘Japanese Selves: Creating
and Receiving Culture’ というパネルを、まとめたものである。この書も、冒頭、ベネディクト
からの有名な、「しかし、又」の部分の引用で始まる









































































































. . .勤勉と取り仕切りの能力を通じて、他の人々よりも交換義務の範囲を広げてゆく。  他
のほとんどの人間に比べて、より多くの食物をより多くの人々に配ることで、相対的な威
信とステータスとを獲得し、彼に恩のある人間の輪を広げ、政治的権力者あるいは指導者
















る。ビッグマンは、もともと  「オープンでフェア」[バリッジ : 127]な存在であって、人望が
重要な要素である。しかし、そこには、汚い手を使っても競争に勝とうという強い誘惑が待ち






















































































(1)閉鎖的な共同体の中で、(2)対面的な人間関係を (3)長期にわたって持続させるものであり、  (4)




産出する[並木 : 6]」と論じている。詳しくは、「学問共同体としてのキリスト教大学の構成論理」  参
照。
11) バリッジにおいては、person と individual が対置されている。この対置を明確に示すため、『個のア
イデンティティ』のなかでは、person を類的人間、individual を個的人間として訳出した。モースの
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